


 1  一般会計 前年度予算額 伸び率     増減額 

千円 % 千円

72,060,000 △ 1.3 △ 960,000

 2  特別会計 前年度予算額 伸び率     増減額 

千円 % 千円

40,609,000 0.4 154,000

① 国民健康保険事業 21,175,000 △ 203,000

② 土地取得事業 120,000 △ 57,000

③ 介護保険事業 16,624,000 376,000

④ 後期高齢者医療事業 2,690,000 38,000

 3  企業会計 前年度予算額 伸び率     増減額 

千円 % 千円

28,010,000 4.5 1,259,000

① 病院事業 12,604,000 △ 191,000

② 水道事業 5,575,000 694,000

③ 下水道事業 9,831,000 756,000

前年度予算額 伸び率     増減額 

千円 % 千円

140,679,000 0.3 453,000

千円

141,132,000

12,413,000

6,269,000

 4  全会計合計 ３年度予算額

10,587,000

29,269,000

３年度予算額

千円

【令和３年度各会計予算】

３年度予算額

千円

71,100,000

17,000,000

2,728,000

３年度予算額

千円

40,763,000

20,972,000

63,000
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  各会計のポイント

　　一般会計

　　特別会計（４事業）

　　　◆国民健康保険事業特別会計

　　　◆土地取得事業特別会計

　　　◆介護保険事業特別会計

　　　◆後期高齢者医療事業特別会計

　　企業会計（３事業）

　　　◆病院事業会計

　　　◆水道事業会計

　　　◆下水道事業会計

　 中部浄化プラント他設備の長寿命化等に係る建設改良費が増加したことなどから、前年度
に比べ７億5,600万円の増となるものです。

 　医療機器の更新等に係る建設改良費が減少したことなどから、前年度に比べ１億9,100万円
の減となるものです。

　柳沢水源地電気設備更新工事等に係る建設改良費が増加したことなどから、前年度に比べ
６億9,400万円の増となるものです。

　 土地取得事業特別会計の有する土地を一般会計が取得するもので、前年度に比べ5,700万
円の減となるものです。

　 高齢化の進行による要介護等認定者数の増加に伴い、保険給付費が増加したことなどか
ら、前年度に比べ３億7,600万円の増となるものです。

　 被保険者数の増加などに伴い、後期高齢者医療広域連合への納付金が増加したことから、
前年度に比べ3,800万円の増となるものです。

　令和３年度一般会計予算は、前年度に比べ９億6,000万円の減となっています。
　これは、第５次沼津市総合計画の初年度であることから、スクラップ＆ビルドに
よって事業の見直しを図りつつ、計画を着実に推進するための経費を予算化したこと
や、新型コロナウイルス感染症対策経費や学校給食の公会計化に係る経費などが増加
した一方で、戸田・長井崎の小中一貫校整備などの事業の完了や、国の補正予算に基
づく令和２年度補正予算による普通建設事業の前倒しなどにより事業費が減少したこ
となどによるものです。

　 県への納付金が減少したことなどから、前年度に比べ２億300万円の減となるものです。
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（１）　　一般会計歳入比較（款別）

予 算 額 構 成 比 予 算 額 構 成 比 増 減 額 増 減 率

千円 ％ 千円 ％ 千円 ％

1 市 税 31,800,000 44.7 34,700,000 48.2 △ 2,900,000 △ 8.4

2 地 方 譲 与 税 528,000 0.7 528,000 0.7 0 0.0

3 利 子 割 交 付 金 60,000 0.1 60,000 0.1 0 0.0

4 配 当 割 交 付 金 120,000 0.2 120,000 0.2 0 0.0

5 株式等譲渡所得割交付金 120,000 0.2 120,000 0.2 0 0.0

6 法 人 事 業 税 交 付 金 260,000 0.4 370,000 0.5 △ 110,000 △ 29.7

7 地 方 消 費 税 交 付 金 4,800,000 6.7 4,400,000 6.1 400,000 9.1

8 ゴルフ場利用 税交 付金 100,000 0.1 100,000 0.1 0 0.0

9 環 境 性 能 割 交 付 金 90,000 0.1 120,000 0.2 △ 30,000 △ 25.0

10
国有提供施設等
   所在市町村助成交付金

300 0.0 300 0.0 0 0.0

11 地 方 特 例 交 付 金 1,700,000 2.4 180,000 0.2 1,520,000 844.4

12 地 方 交 付 税 2,500,000 3.5 2,200,000 3.1 300,000 13.6

13 交通安全対策特別交付金 50,000 0.1 50,000 0.1 0 0.0

14 分 担 金 及 び 負 担 金 544,550 0.8 592,770 0.8 △ 48,220 △ 8.1

15 使 用 料 及 び 手 数 料 1,191,884 1.7 1,284,811 1.8 △ 92,927 △ 7.2

16 国 庫 支 出 金 12,178,453 17.1 12,275,685 17.0 △ 97,232 △ 0.8

17 県 支 出 金 5,607,081 7.9 5,683,942 7.9 △ 76,861 △ 1.4

18 財 産 収 入 401,950 0.6 513,873 0.7 △ 111,923 △ 21.8

19 寄 附 金 365,002 0.5 345,002 0.5 20,000 5.8

20 繰 入 金 1,216,655 1.7 1,008,396 1.4 208,259 20.7

21 繰 越 金 483,566 0.7 453,404 0.6 30,162 6.7

22 諸 収 入 1,933,359 2.7 1,230,417 1.7 702,942 57.1

23 市 債 5,049,200 7.1 5,723,400 7.9 △ 674,200 △ 11.8

71,100,000 100.0 72,060,000 100.0 △ 960,000 △ 1.3
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歳 入 合 計

令和３年度　一般会計歳入予算の状況

令 和 ２ 年 度 比 較
款

令 和 ３ 年 度



（２）　　一般会計歳入比較（財源別）

予 算 額 構 成 比 予 算 額 構 成 比 増 減 額 増 減 率

千円 ％ 千円 ％ 千円 ％

市 税 31,800,000 44.7 34,700,000 48.2 △ 2,900,000 △ 8.4

分担金及 び負 担金 544,550 0.8 592,770 0.8 △ 48,220 △ 8.1

使用料及 び手 数料 1,191,884 1.7 1,284,811 1.8 △ 92,927 △ 7.2

繰 入 金 1,216,655 1.7 1,008,396 1.4 208,259 20.7

諸 収 入 1,933,359 2.7 1,230,417 1.7 702,942 57.1

そ の 他 1,250,518 1.8 1,312,279 1.8 △ 61,761 △ 4.7

計 37,936,966 53.4 40,128,673 55.7 △ 2,191,707 △ 5.5

地方消費税交付金 4,800,000 6.7 4,400,000 6.1 400,000 9.1

地 方 交 付 税 2,500,000 3.5 2,200,000 3.1 300,000 13.6

国 庫 支 出 金 12,178,453 17.1 12,275,685 17.0 △ 97,232 △ 0.8

県 支 出 金 5,607,081 7.9 5,683,942 7.9 △ 76,861 △ 1.4

市 債 5,049,200 7.1 5,723,400 7.9 △ 674,200 △ 11.8

そ の 他 3,028,300 4.3 1,648,300 2.3 1,380,000 83.7

計 33,163,034 46.6 31,931,327 44.3 1,231,707 3.9

71,100,000 100.0 72,060,000 100.0 △ 960,000 △ 1.3

○自主財源について
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　　 このようなことから、自主財源全体では、21億9,170万７千円の減となります。

令和３年度　一般会計歳入予算の状況

款
令 和 ３ 年 度 令 和 ２ 年 度 比 較

自
主
財
源

依
存
財
源

歳 入 合 計

　　 市税については、コロナ禍における市民税の減などにより、前年度から29億円の減と見込んでいま

　学校給食の公会計化に伴う給食費の皆増などによる諸収入７億 294万２千円の増となります。

　財源である地方特例交付金に振り替えられます。

　　 そのほかの財源については、ふるさと応援基金繰入金の増などによる繰入金２億 825万９千円の増、

　すが、このうち、固定資産税及び都市計画税の軽減措置による15億円の減は税制改正によって依存

○依存財源について

　　 地方消費税交付金は、実績見込みと地方財政計画を勘案し、４億円の増を見込んでいます。

　　 また、地方交付税は、税外収入の増や、戸田との合併算定替え終了などの減となる影響と、市税の

　　 そのほかの財源については、国の補正予算に基づく令和２年度における普通建設事業の前倒しや

　　 このようなことから、依存財源全体では12億3,170万７千円の増となります。

　減などの増となる影響を勘案し、３億円の増と見込んでいます。

　香陵公園周辺整備事業の事業債が減となることなどにより、国庫支出金や市債などが減となる一方で、

　市税の軽減措置による減収分などを補填する地方特例交付金は15億2,000万円の増となります。



（３）　　市税の状況について

市税　318億円　（対前年度 29億円減）

【主な税目】 単位：千円

令和３年度 令和２年度 増減額 増減率

12,590,000 13,884,000 △ 1,294,000 △ 9.3

個人 11,042,000 11,523,000 △ 481,000 △ 4.2

法人 1,548,000 2,361,000 △ 813,000 △ 34.4

17,290,000 18,896,000 △ 1,606,000 △ 8.5

505,000 505,000 0 0.0

1,403,000 1,403,000 0 0.0

12,000 12,000 0 0.0

31,800,000 34,700,000 △ 2,900,000 △ 8.4

《市税の状況》

市税の当初予算の推移

市たばこ税

令和３年度　一般会計歳入予算の状況

区分

市民税

固定資産税（都市計画税含む）

軽自動車税

入湯税

計

　　市税は、前年度比29億円減の318億円を見込んでいます。これは、新型コロナウイルス感染症等の

　税割の税率低減などにより、12億9,400万円減の125億9,000万円を見込んでいます。

　影響などに伴う市民税や固定資産税（都市計画税含む）の減によるものです。

　　市民税は、景気の悪化による個人所得や企業収益の減のほか、税制改正による法人市民税法人

　　固定資産税（都市計画税含む）は、事業収入が減少した中小事業者等に対する軽減措置や評価替

　えなどにより、16億600万円減の172億9,000万円を見込んでいます。
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（１）　　一般会計歳出比較（款別）

増減率

千円 ％ 千円 ％ 千円 ％

1 議 会 費 461,199 0.7 476,633 0.7 △ 15,434 △ 3.2

2 総 務 費 6,474,383 9.1 5,971,926 8.3 502,457 8.4

3 民 生 費 28,459,941 40.0 28,298,597 39.3 161,344 0.6

4 衛 生 費 7,051,909 9.9 6,938,015 9.6 113,894 1.6

5 労 働 費 98,851 0.1 92,419 0.1 6,432 7.0

6 農 林 水 産 業 費 823,727 1.2 812,643 1.1 11,084 1.4

7 商 工 費 1,261,053 1.8 1,454,376 2.0 △ 193,323 △ 13.3

8 土 木 費 10,279,074 14.5 11,449,160 15.9 △ 1,170,086 △ 10.2

9 消 防 費 2,696,524 3.8 2,787,299 3.9 △ 90,775 △ 3.3

10 教 育 費 6,328,746 8.9 6,549,209 9.1 △ 220,463 △ 3.4

11 災 害 復 旧 費 40 0.0 40 0.0 0 0.0

12 公 債 費 7,064,553 9.9 7,129,683 9.9 △ 65,130 △ 0.9

13 予 備 費 100,000 0.1 100,000 0.1 0 0.0

71,100,000 100.0 72,060,000 100.0 △ 960,000 △ 1.3

○主な増減理由
 ・総務費
　     退職者数の増などによる職員人件費２億9,300万円の増や選挙費１億 300万円の増、マ
　　イナンバーカード発行に係る個人番号カード交付運用経費9,400万円の増などによるもの
　　です。
 ・民生費
　　   児童手当に係る経費9,900万円の減の一方、介護保険事業会計繰出金１億5,900万円の
　　増や障害を持つ方の自立支援等に係る経費１億円の増などによるものです。
 ・商工費
　　   新型コロナウイルス感染症の影響を受けている中小企業者等への利子補給金１億4,800
　　万円の皆増の一方、企業立地関連補助２億6,200万円の減などによるものです。
 ・土木費
　　   事業進捗に伴う金岡浮島線道路改良事業費１億2,800万円の増や静岡東部拠点土地区
　　画整理事業費１億 300万円の増の一方、香陵公園周辺整備事業費５億8,300万円の減や、
　　国の補正予算に伴う事業の前倒し分８億6,900万円の減などによるものです。
 ・教育費
　　    学校給食の公会計化に伴う経費７億8,600万円の増の一方、戸田地区、長井崎中学校
　　区における小中一貫校整備事業費４億2,400万円の減や文化財発掘・保存整備関係経費
　　２億 900万円の減、学校施設改修事業費9,600万円の減、対象施設の減に伴う幼児教育無
    償化に係る経費7,500万円の減などによるものです。

令和３年度　一般会計歳出予算の状況

款
令 和 ３ 年 度 令 和 ２ 年 度 比　　　　較

予 算 額 構 成 比 予 算 額 構 成 比 増 減 額

歳    出    合    計
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（２）　　一般会計歳出比較（性質別）

増 減 率

千円 ％ 千円 ％ 千円 ％

51,591,210 72.6 50,769,901 70.5 821,309 1.6

11,624,584 16.4 11,496,835 15.9 127,749 1.1

10,599,763 14.9 9,636,647 13.4 963,116 10.0

854,037 1.2 868,779 1.2 △ 14,742 △ 1.7

17,790,597 25.0 17,839,923 24.8 △ 49,326 △ 0.3

10,722,229 15.1 10,927,717 15.2 △ 205,488 △ 1.9

7,187,180 10.1 9,033,426 12.5 △ 1,846,246 △ 20.4

7,187,140 10.1 9,033,386 12.5 △ 1,846,246 △ 20.4

40 0.0 40 0.0 0 0.0

12,321,610 17.3 12,256,673 17.0 64,937 0.5

7,064,203 9.9 7,129,323 9.9 △ 65,120 △ 0.9

393,431 0.6 373,661 0.5 19,770 5.3

4,763,976 6.7 4,653,689 6.5 110,287 2.4

100,000 0.1 100,000 0.1 0 0.0

71,100,000 100.0 72,060,000 100.0 △ 960,000 △ 1.3

繰 出 金

予 備 費

歳　　　出　　　合　　　計

○主な増減理由
　・人件費
　　   職員構成の変動等に伴う8,400万円の減や給与改定に伴う2,400万円の減などの一方、定
　　年退職者の増に伴う退職手当２億5,400万円の増などによるものです。
　・物件費
　　　 学校給食の公会計化による学校給食公会計推進事業費７億8,600万円の増やびんの収集
　　業務委託開始等によるごみ収集運搬業務委託経費１億700万円の増などによるものです。
　･扶助費
　　  障害を持つ方の自立支援等に係る給付費１億円の増などの一方、児童手当支給に係る経
    費１億円の減やこども医療費6,700万円の減などによるものです。
　・補助費等
　　   コロナ禍における経営支援を行う経済変動対策資金利子補給金１億4,800万円の皆増など
　　の一方、企業立地関連補助２億6,200万円の減や駿東伊豆消防組合負担金5,400万円の減な
　　どによるものです。
　・普通建設事業費
　     事業進捗による金岡浮島線道路改良事業費１億2,800万円の増や静岡東部拠点土地区画
　　整理事業費１億300万円の増などの一方、香陵公園周辺整備事業費５億8,000万円の減や、
　　戸田小中一貫校整備事業費３億8,300万円の減、国の補正予算に伴う事業の前倒し分
　　10億4,000万円の減などによるものです。
　・公債費
　　   市債償還元金2,300万円の増の一方、市債償還利子8,800万円の減によるものです。
　・繰出金
　　   国民健康保険事業会計繰出金7,800万円の減などの一方、介護保険事業会計繰出金
　　１億5,900万円の増や後期高齢者医療事業会計繰出金2,500万円の増などによるものです。

補 助 費 等

投資的経費

普通建設事業費

災害復旧事業費

その他

公 債 費

積 立 金

扶 助 費

令和３年度　一般会計歳出予算の状況

区 分
令 和 ３ 年 度 令 和 ２ 年 度 比 較

予 算 額 構 成 比 予 算 額 構 成 比 増 減 額

消費的経費

人 件 費

物 件 費

維 持 補 修 費
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（１）　財政調整基金残高

（２）　市債残高

全会計

　一般会計

　企業会計

（参考）

　一般会計のうち、臨時財政対策債

※１　令和元年度末までは決算数値ですが、令和２・３年度末は令和３年２月１日時点の
　　　 見込数値です。（コロナ対策の追加等により残高が変動することがあります。）
※２　市債の償還期間は、一般会計は主に15～20年程度、企業会計は主に10～40年の
       期間で返済するものです。
※３　償還の財源は、一般会計は主に税、企業会計は受益者負担により主に使用料等を
       もって返済するものです。

54,339,961 53,620,008 52,985,266 53,942,577 54,149,355

25,171,777 24,927,631 24,433,589 23,421,182 23,059,949

124,534,213 122,957,173 121,454,769 123,601,249 122,234,562

70,194,252 69,337,165 68,469,503 69,658,672 68,085,207

5,016,539 4,571,191 4,076,191

（単位：千円）

平成29年度末 平成30年度末 令和元年度末 令和２年度末 令和３年度末

財政調整基金及び市債の残高推移

（単位：千円）

令和元年度末 令和２年度末 令和３年度末

教　  育　  費 ・史跡等保全整備事業（戸田松城邸保存修復事業） 50,000

計 1,040,347

農林水産業費
・土地改良施設整備事業
・県営漁港整備事業

121,800

土　  木　  費
・道路新設改良事業
・岡宮北土地区画整理事業
・沼津南一色線道路改良事業　　　　ほか全９件

868,547

令和２年度に前倒実施する事業

（単位：千円）

款 主 な 事 業 前倒し額（総額）
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令和3年度予算の特徴

令和3年度の当初予算は、第５次沼津市総合計画に

定める将来都市像である「人・まち・自然が調和し、

躍動するまち 」 の実現に向けて、特に推進する4つ

の視点のほか、将来を見据えたまちづくりの観点から

必要な経費を盛り込んだものです。

民間への経営支援

◆沼津の魅力満喫事業（P15）

・１次産品販路拡大及びブランド化の推進

・水産物のPR事業

◆１次産品販路拡大戦略推進事業（P15）

・沼津市観光ポータルサイトへのAI技術の導入

・観光PR事業

◆沼津の農産物振興事業（P15）

・農産物のPR事業

特産品の販路拡大・ブランド化

コロナ禍から産業の元気を取り戻す視点１

コロナ禍における経営支援として、市内企業に対する

テレワーク導入支援やＢＣＰの策定支援を行います。

コロナ禍を踏まえ、隣接県等をターゲットとした

地元産品の販路拡大や観光PRなどを展開します。

・沼津Local Food Meeting 事業支援

◆沼津しごと応援事業（P15）

・市内企業に対するテレワーク導入支援

◆地産地消総合推進事業（P15）

・感染症対応を含むＢＣＰ策定支援

・キャッシュレス決済利用促進セミナー開催

◆強い産業づくり推進事業（P15）
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市民の健康維持と安全・安心な生活の確保視点2

◆マミーズほっとステーションぬまづ運営事業（P18）

◆子育て家庭訪問支援事業（P17）

◆放課後児童クラブ運営事業（P18）

子育て・健康・支え合い

子育て支援の取組を拡充するほか、成年後見支援セン

ターの設置など社会的弱者の支援に努めます。

・訪問型育児支援における対象月齢の拡充

・訪問型育児支援の初回利用無料化の対象拡大

・訪問型家事支援における対象月齢の拡充

・新規開設及び児童扶養手当受給世帯の利用料軽減

安全・安心

近年多発かつ激甚化する自然災害への対策を進めるほか、

市民の安全・安心の確保に向けた取組を推進します。

◆総合的治水対策整備事業（P20）

・大平江川排水機場の工事着手

・井戸川雨水貯留池の工事着手

◆安全な地域づくり推進事業（P20）

◆地域福祉推進事業（P19）

・成年後見支援センターの設置

◆地域生活支援事業（P19）

・知的障害のある人向けの

地域活動支援センター開設

・風水害時の宿泊施設への避難に対する

補助制度の創設

◆いきいきスポーツ推進事業（P19）

・福祉部門と連携した地域体力づくり教室の開催や

生涯スポーツ指導者の育成
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スポーツを活用したまちづくり視点３

◆フェンシングのまち沼津推進事業（P16）

・沼津駅直近に活動や交流の拠点となるフェンシング場を確保

スポーツ人口・交流人口の拡大

総合体育館の整備を進めるほか、新たにフェンシン

グ場を確保します。また、組織体制も刷新し、スポー

ツを活用したまちづくりを推進します。

◆香陵公園周辺整備事業（P19）

・総合体育館の建設工事着手

◆東京2020オリ・パラ推進事業（P16）

※令和3年度予算のほか、令和２年度予算を繰越して実施

～ 将来を見据えたまちづくり ～

・スポーツに関する事務を教育委員会から市長部局

に移管。産業振興部に「スポーツ交流推進課」を

統合する形で「ウィズスポーツ課」を設置。

◎スポーツのまちづくりを推進する組織改正

・聖火リレーの実施

・フェンシング代表チームの事前合宿受入れ

ヒト中心の都市的な魅力にあふれるまちづくりを進めます。

◆鉄道高架化関連事業（P13）

・鉄道高架化事業

・鉄道施設移転事業

・道路新設改良事業（鉄道施設移転先周辺道路）

新たなステージに前進！

11



ＩＣＴを活用したまちづくり

ＩＣＴの積極的な活用視点４

・課税証明書のコンビニ交付の開始（P22）

・キャッシュレス決済の開始（P22）

・スマートシティの方向性の検討開始（P22）

・ぬまづ電子図書館の電子書籍の充実（P22）

キャッシュレス決済の導入や電子書籍の充実など、

IＣＴを活用したまちづくりを進めます。

◆ＩＣＴ推進関連事業

ＩＣＴを活用した教育

ＩＣＴを活用し、子どもたちが環境への理解を深め

る取組を実施します。

◆自然環境保全事業（P18）

・地域や学校と連携した希少生物の調査や

ICTを活用した学習会の開催

・小学生向け林業体験

◆森林環境整備促進事業（P18）

◆中心市街地まちづくり戦略事業（P14）

・沼津駅周辺における公共空間再編整備計画の策定

◆公共交通ネットワーク形成事業（P14）

・地域公共交通利便増進実施計画の策定

・沼津駅南口デジタルサイネージ設置

・沼津駅南口バスシェルター設置

・景観計画の改定

◆まちなみ景観形成推進事業（P14）

◆ＩＣＴ活用教育推進事業（P18）

・学校教育の様々な場面におけるICTの活用を通じた教育の質の向上

◆中央公園リノベーション事業（P14）

・パークPFIの手法を視野に入れた中央公園再整備

に係る基本方針の策定

12



１　自分らしいライフスタイルを実現できるまち ◎：新規　　○：一部新規
新規 予算額（千円）

◆ 民間支援まちづくりファンド事業【地域自治課】 13,900
　意欲ある市民や事業者が自発的に行う新たな取組や、人と人を繋げる交
　流の場づくり等の公益的なまちづくり活動を支援する。

○ ◆ 地区センター大規模改修事業【地域自治課】 31,300
　地域の活動拠点である地区センターの機能維持を図る修繕を計画的に実
　施する。
　　【新規】 第一地区センター空調機更新工事

◆ 地域コミュニティ事業【地域自治課】 8,043
　コミュニティリーダーの育成や講座開催などを通じて、地域コミュニティの運
　営体制の強化を支援する。

◆ 地域活性化事業【地域自治課】 1,080
　特色ある地域資源を活かし、地域のコミュニティ団体が自主的に実施する
　地域おこし活動等を支援する。

○ ◆ 男女共同参画推進事業【地域自治課】 1,680
　全ての人が性別にかかわりなく、あらゆる分野において個性と能力を発
　揮し心豊かに暮らせる「男女共同参画社会の実現」に向けた施策を行う。
　　【新規】 家事シェア応援、政治分野の男女共同参画等各種セミナー開催

◎ ◆ 多文化共生推進事業【地域自治課】 4,050
　多言語相談窓口運営や日本語教室の開催など、在住外国人の支援を行う
　とともに、国際交流の機会となるイベントを開催する。

○ ◆ 沼津の魅力発信推進事業【広報課】 1,800
　「ぬまづの宝100選」や「Proud NUMAZU」等を通じたインナープロモーシ
　ョンの強化や、シビックプライドの醸成を図る。

　　【新規】 令和５年の市制100周年に向けた広報写真のデジタル化
　　【新規】 ドローンを活用した空撮画像・動画による魅力発信

２　ヒト中心で都市的魅力にあふれるまち ◎：新規　　○：一部新規
新規 予算額（千円）

◆ 鉄道高架化事業【推進課】 158,300
　県施行の鉄道高架事業に対する負担金に加え、鉄道高架と交差する水路
　の施工計画や鉄道跡地利用の検討を行う。

◆ 鉄道施設移転事業【整備課】 226,900
　新貨物ターミナル鉄道交差部排水路詳細設計を行うほか、埋蔵文化財調
　査並びに造成工事を行う。

◆ 道路新設改良事業（鉄道施設移転先周辺道路）【整備課】 237,000
　鉄道施設移転先の周辺道路の整備を行う。

◆ 沼津南一色線道路改良事業【道路建設課】 96,900
令和元年度に実施したデザインコンペの最優秀提案に基づき実施してい
る道路測量設計区間の電線共同溝詳細設計や高尾山古墳に影響のない
新幹線北側部分の道路改良工事を実施する。

※（　）内の課名は令和２年度現在の担当課  

事業名及び事業内容

事業名及び事業内容

◆鉄道高架化関連事業【沼津駅周辺整備部】
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※（　）内の課名は令和２年度現在の担当課  

２　ヒト中心で都市的魅力にあふれるまち ◎：新規　　○：一部新規
新規 予算額（千円）

◆ 中心市街地まちづくり戦略事業【まちづくり政策課】 25,000
　「中心市街地まちづくり戦略」に基づき、沼津駅周辺の段階的な再編や空
　間デザイン等のイメージを示す「公共空間再編整備計画」の策定を行う。

○ ◆ まちなみ景観形成推進事業【まちづくり指導課】 5,900
　景観形成重点地区である沼津駅周辺地区について、質の高いまちなみ景
　観を形成するため、公共空間再編整備計画の策定に合わせて、景観計画
　を改定する。
　　【新規】 景観計画の改定

◎ ◆ スマートシティ推進事業【政策企画課】 4,000
　ヒト中心のまちの実現に向けて、ICT等の先端技術を活用した「沼津版ス
　マートシティ」を推進するため、産学官による協議会の設立、ビジョン策定
　を行う。

◆ 公共交通運行維持事業【まちづくり政策課】 72,200
　日常生活圏と都市拠点の移動手段を確保するため、過疎地や交通不便
　地域における自主運行バスを運行する。

○ ◆ 公共交通ネットワーク形成事業【まちづくり政策課】 45,800
　路線バスネットワークを再構築するため、地域公共交通利便増進実施計画
　を策定するとともに、沼津駅南口の利用環境向上のため、デジタルサイネ
　ージ及びバスシェルターを設置する。
　　【新規】 地域公共交通利便増進実施計画の策定
　　【新規】 沼津駅南口デジタルサイネージ設置
　　【新規】 沼津駅南口バスシェルター設置

◆ 空き家活用定住促進事業【まちづくり指導課】(政策企画課) 9,430
　転入・転居者を対象とした空き家のリフォーム及びリフォームを伴う取得に
　係る費用に対する補助金を交付する。

○ ◆ 空き家等対策事業【まちづくり指導課】 4,500
　空家等対策計画に基づき、空き家バンクの運営、相談会の開催、空き家の
　所有者に対する指導のほか、管理不全な空き家の除却費補助等を行う。
　　【新規】 空家等除却事業補助制度の新設

◆ リノベーションまちづくり推進事業【まちづくり政策課】 14,000
　エリアリノベーションを目指し、「旧国一南エリア」を中心に公共空間の活用
　促進を図るため、民間主導による定期マーケットの創出に向けた支援を行
　う。

◎ ◆ 中央公園リノベーション事業【緑地公園課】 4,340
　パークPFI手法を視野に入れ、より魅力ある空間として利活用されるよう中
　央公園再整備に係る基本方針の策定を行う。

◆ まちなか商業リブランディング推進事業【商工振興課】 9,230
　エリアや個店の魅力向上に向けた手法等を検討する「リブランディング企画
　塾」を開催するとともに、その効果的な発信により、まちなかエリアへの来
　訪者の拡大を図る。

事業名及び事業内容

◆リノベーション関連事業

◆中心市街地のまちづくり関連事業
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※（　）内の課名は令和２年度現在の担当課  

３　力強い産業を牽引するまち ◎：新規　　○：一部新規
新規 予算額（千円）

◆ 経済変動対策資金利子補給事業【商工振興課】 148,100
　新型コロナウイルスの影響を受け静岡県経済変動対策貸付資金を借り受
　けた事業者へ利子補給を行い、事業継続を支援する。

○ ◆ 沼津しごと応援事業【商工振興課】 10,650
　コロナ禍における新しい働き方の拡大を図るため、WEB面接による人材確
　保やテレワークなどの導入を促進するとともに、離職者等の再就職支援を
　行う。
　　【新規】  市内企業に対するテレワーク導入支援
　　【新規】  離職者等の再就職支援

○ ◆ 強い産業づくり推進事業【産業戦略推進室・商工振興課】(商工振興課) 12,280
　事業者が感染症対応を含むBCPを策定するための支援を行うとともに、新
　しい生活様式の定着を図るため、キャッシュレス決済の利用者向けセミナー
　を開催する。
　　【新規】 感染症対応を含むBCP策定支援
　　【新規】 キャッシュレス決済利用促進セミナーの開催

◆ 企業立地促進事業【産業戦略推進室】(商工振興課) 215,800
　産業振興や雇用の創出を図るため、企業が本市に立地する際の用地取
　得費等に対して助成を行う。

◆ まちなか商業リブランディング推進事業【商工振興課】（再掲） 9,230
　エリアや個店の魅力向上に向けた手法等を検討する「リブランディング企画
　塾」を開催するとともに、その効果的な発信により、まちなかエリアへの来
　訪者の拡大を図る。

◎ ◆ １次産品販路拡大戦略推進事業【水産海浜課】 2,000
　本市１次産品の活性化に向け、農業、水産業、商業の連携により新たなブ
　ランド化に取り組む。また、隣接県等をターゲットとし、販路拡大に向けた
　ＰＲを行う。

○ ◆ 沼津の農産物振興事業【農林農地課】 3,196
　お茶、みかん、米など、本市の魅力的な農産物について、市内外へのＰＲ
　や品質・生産性向上への取組により、消費拡大、販路拡大を図る。
　　【新規】 隣接県等への農産物ＰＲ事業

○ ◆ 沼津の魅力満喫事業【観光戦略課】 16,670
　本市の魅力を広く発信するとともに、コロナ禍を踏まえ近距離旅行の増を
　見込み、首都圏に加え隣接県等もターゲットとした観光ＰＲを実施する。
　　【新規】 沼津市観光ポータルサイトへのＡＩ技術導入
　　【新規】 隣接県等への観光ＰＲ事業

○ ◆ 地産地消総合推進事業【農林農地課】 3,600
　食育活動への取組や異業種間における連携体制の構築などにより、地産
　地消を推進し、その定着を図る。
　　【新規】 沼津Local Food Meeting事業支援

事業名及び事業内容

◆コロナ禍における民間経営支援関連事業

◆特産品の販路拡大・ブランド化関連事業
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※（　）内の課名は令和２年度現在の担当課  

３　力強い産業を牽引するまち ◎：新規　　○：一部新規
新規 予算額（千円）

◆ 農業振興推進対策事業【農林農地課】 19,400
　荒廃農地の再生・集積の促進や新規就農者の確保により、本市農業の健
　全な発展を図る。

○ ◆ 森林環境整備促進事業【農林農地課】 27,721
　私有林における整備促進のため、基礎調査や全体計画の策定を行う。
　また、林業体験など小学生向けの森林環境教育を通じ、森林を守り育てる
　意識の醸成を図る。
　　【新規】 森林経営管理制度 全体計画の策定
　　【新規】 小学生向け林業体験

300

４　地域の宝を活かすまち ◎：新規　　○：一部新規
新規 予算額（千円）

○ ◆ フェンシングのまち沼津推進事業【ウィズスポーツ課】(ｽﾎﾟｰﾂ交流推進課) 25,500
　「フェンシングのまち」というブランド形成に向け、新たな拠点施設を設け、
　合宿・大会の誘致や競技の普及、シンボルフェンサーの育成、市民の健康
　活動等の促進を図る。
　　【新規】 沼津駅直近に活動や交流の拠点となるフェンシング場を確保

◆ 東京2020オリ・パラ推進事業【ウィズスポーツ課】(ｽﾎﾟｰﾂ交流推進課) 6,800
　フェンシング日本代表フルーレチーム及びカナダ代表チームの事前合宿の
　受入れを行う。

＜参考＞令和２年度 繰越明許費

　◇ 東京2020オリ・パラ推進事業【ウィズスポーツ課】(ｽﾎﾟｰﾂ交流推進課) ( 14,000 )
　　　　　フェンシング日本代表フルーレチーム及びカナダ代表チームの事
　　　　　前合宿の受入れを行うとともに、機運醸成やレガシー創出を図る。

　◇ 緑化推進事業【緑地公園課】 ( 3,500 )
　　　　　聖火リレーコースを花で彩るとともに、花と緑を使ったモニュメント
　　　　　を沼津駅北口に設置する。

　◇ オリパラ・インバウンドおもてなし支援事業【商工振興課】 ( 1,200 )
　　　　　多言語音声翻訳機の購入などインバウンド対策に取り組む沼津市
　　　　　商店街連盟に対し、支援を行う。

○ ◆ 沼津サイクルツーリズム推進事業【ウィズスポーツ課】(ｽﾎﾟｰﾂ交流推進課) 6,170
　近隣市町等と連携し、サイクリストの受入環境の整備促進を図るとともに、
　サイクリングと地域資源を組み合わせた観光プランを造成し、本エリアの魅
　力を発信することにより、更なるサイクルツーリズムの促進を図る。
　　【新規】 サイクリングと地域資源を組み合わせた観光プランの造成

○ ◆ アスルクラロ沼津ホームタウン推進事業【ウィズスポーツ課】(ｽﾎﾟｰﾂ交流推進課) 4,500
　スポーツを通じた活気あるまちづくりを推進するため、Ｊ３アスルクラロ沼
　津への支援を行うとともに、クラブを応援する機運の醸成を図る。
　　【新規】 アスルクラロ沼津 応援拡大支援

事業名及び事業内容

事業名及び事業内容

◆オリンピック・パラリンピック関連事業
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※（　）内の課名は令和２年度現在の担当課  

４　地域の宝を活かすまち ◎：新規　　○：一部新規
新規 予算額（千円）

○ ◆ 沼津の魅力満喫事業【観光戦略課】（再掲） 16,670
　本市の魅力を広く発信するとともに、コロナ禍を踏まえ近距離旅行の増を
　見込み、首都圏に加え隣接県等もターゲットとした観光ＰＲを実施する。
　　【新規】 沼津市観光ポータルサイトへのＡＩ技術導入
　　【新規】 隣接県等への観光ＰＲ事業

○ ◆ 沼津港にぎわい創出事業【水産海浜課】 1,000
　令和５年度に沼津港で開催されることが決定した「Sea級グルメ全国大会」
　に向け、沼津港や本市の海・水産物の魅力を市内外へ広くＰＲし、開催機
　運の醸成を図る。
　　【新規】 市内小学生向け「Sea級グルメ新聞」発行

○ ◆ 史跡等保全整備事業（高尾山古墳保存整備事業）【文化振興課】 4,800
　国史跡指定に向けた具申書策定委員会を開催するとともに、副葬品のレプ
　リカ作製や古墳遺物巡回展の開催を通じ、高尾山古墳の周知啓発を図る。
　　【新規】出土遺物レプリカを活用した市内巡回展の開催

◆ 文化財活用推進事業【文化振興課】 756
　市内の文化財をテーマとした講演会を開催するほか、学校への出前授業
　や、地域住民と協働し文化財を巡るためのマップを作成するなど、文化財の
　積極的な活用を進める。

○ ◆ ぬまづ暮らし住み替え促進事業【政策企画課】 5,290
　市内事業者との連携によるタクシーを活用した現地案内や首都圏での移
　住相談会への出展、本市単独の移住フェアなどを実施する。
　　【新規】 テレワーク移住支援補助金を創設

５　安心して子どもを産み育てられるまち ◎：新規　　○：一部新規
新規 予算額（千円）

◎ ◆ 結婚新生活支援事業【政策企画課】 12,000
　若者の未婚化や少子化傾向の改善に向けて、新婚世帯を対象に、新生活
　に係る費用を助成し、経済的負担を軽減するための補助金を創設する。

○ ◆ 子育て家庭訪問支援事業【こども家庭課】 3,000
　妊産婦から1歳までの乳児のいる家庭で、希望する家庭に対し訪問型
　家事支援のヘルパーを派遣する。また、子どもの養育に特に困っており
　保健師等が必要と判断した家庭に対し、育児支援家庭訪問サポーター
　を派遣する。
　　【新規】 訪問型家事支援における対象月齢の拡充
　　　　　　　（生後５か月未満→生後１歳未満）

○ ◆ 予防接種事業【健康づくり課】 483,000
　予防接種法に基づき、感染症を予防する。
　　【新規】小児がん患者等が骨髄移植等により予防接種の再接種が必要と

　 　　　　なった場合、再接種に係る経費を助成する。

◆ 不妊・不育症治療費助成事業【健康づくり課】 38,900
　不妊・不育症治療に係る経費を助成する。

事業名及び事業内容

事業名及び事業内容
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※（　）内の課名は令和２年度現在の担当課  

５　安心して子どもを産み育てられるまち ◎：新規　　○：一部新規
新規 予算額（千円）

○ ◆ マミーズほっとステーションぬまづ運営事業【健康づくり課】 5,140
　妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援を実施する。
　　【新規】 訪問型育児支援における対象月齢の拡充
　　　　　　　（生後３か月未満→生後１歳未満）
　　【新規】 訪問型育児支援の初回利用無料化の対象の拡大
　　　　　① 多胎児世帯（子の数の回数まで無料化）
　　　  　② 出生時2,000ｇ以下の低出生体重児
　　  　　③ 母子健康手帳交付時18歳未満の若年産婦

○ ◆ 民間保育所等施設整備事業【子育て支援課】 395,272
  認定こども園の施設整備に対する補助ほか
　　【新規】 認定こども園沼津学園第一幼稚園施設整備補助

○ ◆ 放課後児童クラブ運営事業【子育て支援課】 281,000
　保護者が仕事などにより昼間家庭にいない小学校就学児童に対し、学校
　の余裕教室等を利用して適切な遊び及び生活の場を提供し、児童の健全
　な育成を図る。
　　【新規】 長井崎及び戸田を開所（内浦及び西浦は長井崎に統合）
　　【新規】 児童扶養手当受給世帯の利用料を軽減

◆ ひとり親家庭等生活向上事業【こども家庭課】 3,648
　ひとり親家庭の子どもに対し、基本的な生活習慣の習得支援や生活指導
　及び学習支援などを行い、生活の向上を図る。

◎ ◆ ＩＣＴ活用教育推進事業【学校教育課】 5,848
　学校教育の様々な場面におけるＩＣＴの活用を通じた教育の質の向上に
　向け、教職員の研修の充実を図る。 28,000

◎ ◆ 自然環境保全事業【環境政策課】 3,300
　本市のかけがえのない自然環境を保全するため、生物多様性に富むエリ
　アにおいて、地域や学校と連携した希少生物の調査、環境学習会等を実
　施し、自然環境保全活動の普及啓発を図る。

○ ◆ 森林環境整備促進事業【農林農地課】（再掲） 27,721
　私有林における整備促進のため、基礎調査や全体計画の策定を行う。
　また、林業体験など小学生向けの森林環境教育を通じ、森林を守り育てる
　意識の醸成を図る。
　　【新規】 森林経営管理制度 全体計画の策定
　　【新規】 小学生向け林業体験

◎ ◆ 学校給食公会計推進事業【学校教育課】 785,700
　学校給食会計の公会計への移行により、これまで徴収等を行ってきた教
　職員等の負担を軽減し、子どもと向き合う時間を確保することで、よりよい
　教育環境の構築を図る。

◆ 学校規模・学校配置適正化推進事業【教育企画課】 450
  「沼津市立小・中学校の適正規模・適正配置」の基本方針に基づき、適正
  化の対象となる学校や地区において、それぞれの実情を踏まえた取組を
  進める。
　

事業名及び事業内容

◆ＩＣＴを活用した教育関連事業
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※（　）内の課名は令和２年度現在の担当課  

５　安心して子どもを産み育てられるまち ◎：新規　　○：一部新規
新規 予算額（千円）

◆ 「チーム学校」実現事業【学校教育課】 5,670
　市立小中学校を対象に「支援員配置事業」「地域交流推進・外部人材活
　用事業」を実施し、教職員の負担軽減と特色ある学校教育に取り組むと
　ともに「学校と地域の連携・協働体制構築事業」を実施し、「地域総がかり
　の教育」を推進する。
　

６　笑顔があふれ健康で心豊かに暮らせるまち ◎：新規　　○：一部新規
新規 予算額（千円）

◆ 香陵公園周辺整備事業【総合体育館整備室】 57,750
　新駐車場（立体部）の維持管理や運営を行うとともに、総合体育館の建設
　工事に着手し、令和５年１月の供用開始を目指す。

◎ ◆ 新屋内温水プール整備事業【ウィズスポーツ課】(スポーツ振興課) 42,200
　現施設の解体や、新施設の整備に向けた検討を進めるとともに、利用休
　止期間中の市民の体力増強及び健康増進を目的として、近隣市町の公
　設屋内温水プールを利用する市民に対し、利用料金の一部を助成する。

◎ ◆ いきいきスポーツ推進事業【ウィズスポーツ課】(スポーツ振興課) 6,500
　事業を一元化し効率化を図るとともに、健康・福祉部門と連携することで、
　幅広い世代に対応した地域体力づくり教室の開催や、生涯スポーツ指導
　者の育成を行う。

◆ 健康づくり推進事業【健康づくり課】 2,040
　健康寿命の延伸を目的として、生活習慣病予防等の普及啓発を通じ、
　市民の健康づくりを支援する。

◆ フレイル対策事業【長寿福祉課】 1,743
　高齢者自身によるフレイルチェックと、活動の核となる市民サポーターの （介護特会）
　増員を行い、自分ごと化によるフレイル予防と主体的な社会参画を進め、
　健康寿命の延伸を図る。

○ ◆ 地域生活支援事業【障害福祉課】 202,300
　障害のある人や難病患者が、能力や適性に応じて自立した生活を営む
　ことが出来るよう、障害者総合支援法で地域生活支援事業として定めら
　れた各種事業を実施する。
　　【新規】 知的障害のある人向けの地域活動支援センターを開設
　　【新規】 手話啓発講師派遣事業を実施

○ ◆ 地域福祉推進事業【社会福祉課】 54,365
　沼津市社会福祉協議会が実施する地域福祉関連事業に対する補助や
　成年後見制度の利用を促進し、地域福祉の増進を図る。
　　【新規】 成年後見支援センターを設置

◆ 地域外来・検査センター設置・運営事業【健康づくり課】 22,980
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、地域外来・検査センター
　（PCRセンター）の設置・運営を行う。

○ ◆ 生活困窮者自立相談支援事業【社会福祉課】 20,809
　多様な問題を抱える生活困窮者の相談に応じ必要な情報提供及び助言を
　行うとともに、様々な支援を一体的かつ計画的に行うことで、困窮者の自立
　促進を図る。
　　【新規】 生活困窮者家計改善支援事業の実施

事業名及び事業内容

事業名及び事業内容
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※（　）内の課名は令和２年度現在の担当課  

７　安全・安心のまち ◎：新規　　○：一部新規
新規 予算額（千円）

◆ 津波対策事業【危機管理課】 13,700
　津波からの人的被害を軽減するため、津波避難路、津波避難ビルの整
　備、海抜・津波浸水深等標示板の更新を行うほか、避難施設である築山
　の維持管理を行う。

◆ 自主防災会活性化事業【危機管理課】 20,000
　防災指導員の育成強化を行うとともに、自主防災会の運営や資機材整備
　に対する補助金を交付する。また、女性防災リーダー育成のためのワーク
　ショップを開催する。

◆ 防災資機材整備事業【危機管理課】 13,800
　静岡県第４次地震被害想定による避難者数を踏まえ、毛布や非常用食
　料、非常用発電機、また、感染症対策としてのワンタッチパーテーション
　など、避難所運営や避難生活に必要となる資機材を備蓄する。

◆ 総合的治水対策整備事業【河川課】 288,000
　常襲浸水地域の浸水被害を軽減するため、大平地区において、大平江川
　排水機場の躯体の工事等を実施するほか、沼川・高橋川流域地区におい
　ては県が実施している沼川新放水路の整備と連携して井戸川雨水貯留池
　の工事用道路の整備を実施する。

○ ◆ 安全な地域づくり推進事業【危機管理課】 6,500
　風水害時における感染症対策として、高齢者をはじめとした避難行動要支
　援者等が宿泊施設へ避難した際の利用料を補助する制度を創設する。
　　【新規】 風水害時の宿泊施設への避難に対する補助制度の創設

◆ 防犯まちづくり事業【生活安心課】 58,000
　防犯灯設置に対する自治会への補助や、通学路への街頭防犯カメラの
　設置補助を行うなど、地域における防犯活動を支援する。

◆ 自転車・歩行者ネットワーク整備事業【道路建設課】 57,600
　「沼津市自転車ネットワーク計画」に基づき、自転車ネットワーク路線において
　自転車通行空間の整備をすすめるとともに、狩野川右岸照明灯設置工事を
　実施するなど、より一層の回遊性や安全性の向上を図る。

○ ◆ 公共交通ネットワーク形成事業【まちづくり政策課】（再掲） 45,800
　路線バスネットワークを再構築するため、地域公共交通利便増進実施計画
　を策定するとともに、沼津駅南口の利用環境向上のため、デジタルサイネ
　ージ及びバスシェルターを設置する。
　　【新規】 地域公共交通利便増進実施計画の策定
　　【新規】 沼津駅南口デジタルサイネージ設置
　　【新規】 沼津駅南口バスシェルター設置

事業名及び事業内容
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※（　）内の課名は令和２年度現在の担当課  

８　環境と共生する持続可能なまち ◎：新規　　○：一部新規
新規 予算額（千円）

◎ ◆ 再生可能エネルギー導入推進事業【環境政策課】 500
　エネルギー資源の有効活用を図るため、本市の地域特性やニーズを活か
　した再生可能エネルギーの自家消費や地産地消の推進を図る。

◎ ◆ 地球温暖化対策推進事業【環境政策課】 9,000
　地球温暖化の原因となる温室効果ガスの排出量を削減するため、既存
　住宅や中小企業等への低炭素機器の導入支援、地球温暖化問題や省
　エネルギーに関する啓発により、市民等の環境に配慮した行動を促して
　いく。

○ ◆ ３Ｒ推進事業【クリーンセンター管理課】 7,400
　多様化するごみに対応するため、分別の手引きとして作成している「ごみ
　の出し方便利帳」のデザインをリニューアルし、全戸配布を行う。また、引
　き続きリデュース、リユース、リサイクルの３Ｒを推進するため、ごみ減量
　標語の募集や剪定枝等のリサイクルなどを行う。

　　【新規】 ごみの出し方便利帳リニューアル及び全戸配布

○ ◆ 中間処理施設整備事業【新中間処理施設整備室】 122,800
　施設建設用地の整備に向けた地質、測量等の調査、造成詳細設計に着手
　するとともに、事業方式を検討するためのPFI等導入可能性調査を行う。

　　【新規】 建設用地整備に向けた各種調査、設計

　　【新規】 PFI等導入可能性調査実施

◎ ◆ 自然環境保全事業【環境政策課】（再掲） 3,300
　本市のかけがえのない自然環境を保全するため、生物多様性に富むエリ
　アにおいて、地域や学校と連携した希少生物の調査、環境学習会等を実
　施し、自然環境保全活動の普及啓発を図る。

◎ ◆ 環境を大切にする人づくり推進事業【環境政策課】 1,400
　環境問題に対する気づきを促し、環境を大切にする行動へと繋げるよう各
　種の講座等を実施するとともに、市民が自発的、組織的に取組む環境活動

　等を支援することで、「環境を大切にする人づくり」の推進を図る。

事業名及び事業内容
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※（　）内の課名は令和２年度現在の担当課  

行政運営 ◎：新規　　○：一部新規
新規 予算額（千円）

○ ◆ 税証明コンビニ交付運用経費【市民課】 8,604
　課税証明書のコンビニ交付サービスを行う。
　　【新規】コンビニ交付サービスで取得できる証明書に、課税証明書を追加

○ ◆ 税三課賦課経費【納税管理課】 225,000
　健全財政を維持するため、適正かつ公平な課税、納税環境整備を行う。
　　【新規】市税のキャッシュレス決済を開始

○ ◆ 保険料賦課徴収費【国民健康保険課】 62,745
　国民健康保険料の賦課及び徴収事務を行う。 （国保特会）

　　【新規】国民健康保険料のキャッシュレス決済を開始
　　【新規】ペイジー（口座振替受付サービス）の導入

○ ◆ 地域情報化推進事業【ＩＣＴ推進課】 45,300
　先端技術を活用した業務の効率化を推進する。
　　【新規】 ＲＰＡシステムの活用による定型的な業務の自動化を拡大

◎ ◆ スマートシティ推進事業【政策企画課】（再掲） 4,000
　ヒト中心のまちの実現に向けて、ＩＣＴ等の先端技術を活用した「沼津版ス
　マートシティ」を推進するため、産学官による協議会の設立、ビジョン策定
　を行う。

◆ 図書館電子化推進事業【図書館】 3,400
　ぬまづ電子図書館の電子書籍を充実し、図書館サービスのデジタル化
  を進めることで、市民誰もが身近な場所で読書を楽しむ機会を提供する。

◎ ◆ ＩＣＴ活用教育推進事業【学校教育課】（再掲） 5,848
　学校教育の様々な場面におけるＩＣＴの活用を通じた教育の質の向上に
　向け、教職員の研修の充実を図る。 28,000

◎ ◆ ＳＤＧｓ推進事業【政策企画課】 380
　ＳＤＧｓに定める目標と関連付ける中で「第５次沼津市総合計画」に定める
　各分野のまちづくりを推進するとともに、ＳＤＧｓの理念等の理解向上を図る
　研修会を実施する。

事業名及び事業内容

◆ＩＣＴ推進関連事業
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